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ＪＡグループにおける農産物販売力強化の取組み
（尾高恵美）

野菜産地では、農業生産構造の変化と加工・業

務用需要の増加への対応が大きな課題となってい

る。JAグループの環境変化への対応について、連

合組織の取組みに注目すると、地域の特性に応じ

て取組内容に違いはあるものの、連合組織の地理

的な広域性と職員の専門性の強みを生かして、多

様な流通機能を果たしている点で共通している。

加工・業務用需要への対応をさらに強化するに

は、単位JA－県段階－全国段階の綿密な協力はも

ちろん、連合組織の販売部門と営農指導事業との

連携、さらに生産者の規模拡大のための金融面で

の支援など、事業間連携を含めて、JAグループの

総力をあげた取組みが求められている。

米国における経済学からの農協論の諸潮流
（小野澤康晴）

わが国農協も、競争制限的な規制のもとにあっ

た時期には、規制の影響力が強いこともあり、組

織と事業をどのような枠組みで把握したとしても、

そのことが現実の経営成果に与える影響は、相対

的には大きなものではなかったと思われる。しか

し規制緩和のもとで事業を続ける以上、協同組織

性（農協が組合員の団体であるという性格）と事業性

の関係をどうとらえるかという点は、影響の大き

い重要な問題になっていると考えられる。

そのなかで、農協における協同組織性と事業性

の関係や、一般事業法人（株式会社）と農協の、それ

ぞれの事業特性、強み・弱みなどの分析を進化さ

せていく必要があるが、その際には、米国におけ

る経済学からの農協論の蓄積も、基礎の 1つとし

て十分活用していくことが必要であろう。

JAの介護保険事業の現段階の課題と対応
（小田志保）

JAの介護保険事業の課題は、①農村部で事業が

展開しており利用者確保が困難、②事業の中心は、

訪問介護事業、③訪問介護員不足が特に深刻、④

制度改正に沿った事業展開がない、の 4点で、こ

れらの課題に対し、事業と体制、経営管理、JAら

しさという観点から、先進JAの取組みをみた。

先進JAは、介護専門職用の雇用体制の確立、運

営やノウハウ等の外部調達、行政との連携体制強

化等に取り組むほか、事業多角化で収支を安定さ

せる経営管理方針や、JAの総合事業性発揮等で、

事業安定化に努めていた。

収支安定化の努力は、事業面のみならず、他業

態の参入が難しい農村の在宅介護体制をJAが支え

ているという点から、社会的な意義も大きい。

（その他の研究成果）
　（外国事情）
韓国の協同組合基本法制定とその意味
（韓国農協経済研究所　首席研究員　金應圭）

目次

はじめに

1　韓国の協同組合法（基本法制定以前）

2　協同組合基本法の制定過程と争点

（1）　制定過程

（2）　制定過程上の争点

3　協同組合基本法の制定意義と主要内容

（1）　制定意義

（2）　主な内容

4　協同組合基本法への期待と課題

おわりに

農林中金総合研究所 
http://www.nochuri.co.jp/



ここに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。

農中総研　調査と情報　2012.5（第30号） 19

最近の調査研究から 当社の定期刊行物に掲載された論文を紹介するコーナー

金融市場農林金融2012年 5月号

農林金融2012年 5月号

潮流　ハーディング現象（群衆行動）

情勢判断
1　持ち直し局面入りを模索し始めた日本経済
2　2011～13年度改訂経済見通し
（ 2次QE後の改訂）

情勢判断（海外経済金融）
1　回復基調が続く米国経済
2　ギリシャへの追加支援の限界と今後の懸念
材料

3　内外要因で景気減速感が強まる中国経済

今月の焦点
米国の財政赤字は 4年連続 1兆ドル超へ

分析レポート
1　川口信用金庫の個人リテール分野に関する
取組み

2　ESGを踏まえた投資活動を巡る問題

連載
経済金融用語の基礎知識
再び注目される物価連動国債

海外の話題
世界の 4分の 1

2012年 4月号

地域銀行の年金受給口座推進戦略
（寺林暁良）

高齢者市場の拡大に伴い、地域銀行にとって年

金受給口座を獲得・維持するための取組みがます

ます重要になっている。

地域銀行105行の年金関連の商品・サービスを調

査した結果、①退職者向け定期預金などはほとん

どの銀行が取り組んでいること、②規模の大きい

銀行ほどラインナップを取りそろえていること、

③都市部で取組みがより盛んであること、が明ら

かになった。

また、地域銀行と信用金庫の年金推進事例の比

較を踏まえ、商品・サービスの充実はもちろん重

要であるが、顧客とのリレーションシップを重視

した推進も有効であること、年金受給層の中でも

富裕層の囲い込み競争が激化しつつあることを述

べた。

マクロプルーデンス政策主体としての
日本銀行のガバナンスについて

（矢島　格）

マクロプルーデンス政策主体としての日本銀行

のガバナンス問題についてエージェンシー理論を

用いて分析すると、日本銀行のインセンティブが

歪み，公共の利益のためよりも自らの利益のため

に行動するようなモラルハザードが起こる可能性

が指摘される。

日本銀行のインセンティブを歪ませないように

規律づけしていくガバナンスシステムとして、対

外的に自らの行動や意思決定の内容を説明し、そ

の結果によっては制裁などを受ける可能性もある

アカウンタビリティーを、日本銀行に義務付ける

ことを提案する。

潮流　農業・農村の施設整備をめぐる課題

情勢判断
デフレ脱却に向けた意欲が問われる日本銀行

情勢判断（海外経済金融）
1　やや軟化するも回復基調が続く米国経済
2　対ギリシャ追加支援後に残るユーロ圏の
様々なリスク

3　 5四半期連続の減速となった中国経済

分析レポート
1　団塊世代の労働市場からの退出
2　銀行保険窓販のメリットと課題

海外の話題
中国における養豚業

2012年 5月号
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